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横浜こども科学館の経緯 

 
（１）建設の趣旨 

  １９８０年代（昭和５５年～平成元年）は、世界は電子工学・宇宙工学の時代に突入

し、日常生活においても、エレクトロニクスやコンピュータを利用した家庭製品等も多

く利用され、科学技術が大きく進歩していた時代です。 
  当時、本市の人口は既に２８０万人を超えていましたが、科学・芸術による創造性豊

かな青少年の育成を目的とした施設は、神奈川県立青少年センターのみでした。 
  こうした中、本市では、「よこはま２１世紀プラン」（昭和５６年１２月策定）におい

て、未来の科学技術を創造していく青少年を育成するための施設として、横浜こども科

学館を建設しました。 
 
  参考：施設概要 
      名称    横浜こども科学館（愛称：はまぎん こども宇宙科学館） 
      所在地   磯子区洋光台５－２－１ 
      延床面積  ６，４８４．２６㎡ 
      開館年月日 昭和５９年５月５日 
      施設内容  地下２階：宇宙工房 

地下１階：休憩室、機械室、中央監視室 
１階：宇宙劇場（ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ）、特別展示室 
２階：宇宙研究室、会議室、事務室 
３階：宇宙トレーニング室 
４階：宇宙発見室 
５階：宇宙船長室 

 
（２）横浜こども科学館の運営主体 

  建設当時、科学館の管理運営については、一般の市民利用施設と異なり、時代に即

した展示機器や展示物等の新設、更新が必要であり、関係機関、民間団体、市民の協力

や支援による柔軟な運営が求められるため、公設民営方式が望ましいとされました。 
 そのため、昭和５８年に財団法人横浜市青少年科学普及協会を設立し、横浜こども科

学館の管理運営を委託してきました。 
 
  参考：（財）横浜市青少年科学普及協会の概要 
      所在地   磯子区洋光台５－２－１ 
      設立年月日 昭和５８年３月２９日（神奈川県教育委員会許可） 
      基本財産  １０，０００千円（横浜市出資率１００％） 
      代表者   理事長 市民局長 
      館 長   牧野 昇（元三菱総合研究所会長）開館～平成１６年３月 
 
  その後、（財）横浜市青少年科学普及協会は、社団法人横浜ボランティア協会との統合

により、財団法人横浜市青少年育成協会となり、１８年度には、指定管理者制度が導入

され、第１期指定管理者として管理運営を行っています。 
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利用者数の推移 

 
（単位：人） 

 昭和 59 年度 平成 6 年度 平成 11 年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度

入館者数 310,466 263,011 252,138 296,518 284,104 284,997 291,703 293,911 264,826
（１日平均） 1,163 933 894 907 869 869 858 880 793
入場者数 210,170 198,101 124,679 141,013 138,779 129,793 165,139 173,188 141,973
（１日平均） 787 702 442 431 424 517 486 519 425
開館日数 267 日 282 日 282 日 327 日 327 日 328 日 340 日 334 日 334 日 
                            →指定管理者制度導入 
※入場者数：宇宙劇場（プラネタリウム）利用者数 

     （平成 18 年度はリニューアルのため投影日数は 251 日） 
 

参考：これまでの経過 

昭和５９年 開館 入館者１０万人 

昭和６０年 入館者５０万人 

昭和６１年 展示更新（地下２階） 

昭和６２年 地下１階休憩室増設 

昭和６３年 展示更新（１・３・４階）、入館者１００万人 

平成 元年 展示更新（５階） 

平成 ２年 展示更新（地下２階） 

平成 ４年 入館者２００万人 

平成 ７年 リニューアルオープン、入館者３００万人 

平成１１年 入館者４００万人 

平成１３年 プラネタリウム更新 

平成１５年 入館者５００万人 

平成１８年 入館者６００万人 

平成１９年 宇宙劇場リニューアルオープン 

平成２０年 ネーミングライツ導入 

平成２２年 入館者７００万人 
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財団法人横浜市青少年育成協会の設立経緯 

 
 「新時代行政プラン・アクションプラン」（平成１５年１０月策定）において、

（社）横浜ボランティア協会と、（財）横浜市青少年科学普及協会は、「統合し

活性化を図るべき団体」と位置付けられ、両団体を解散・統合し、両団体の設

立趣旨・事業を継承するとともに、横浜市の青少年育成の総合推進を図ること

を目的として（財）横浜市青少年育成協会を設立。 
 
 
昭和 49 年 10 月 19 日 （社）横浜ボランティア協会設立 

（基本財産：3,900 千円 うち市出資額 3,000 千円 

出資割合 76.9%） 
 
昭和 58 年 3 月 29 日  （財）横浜市青少年科学普及協会設立 

（基本財産：10,000 千円 うち市出資額 10,000 千

円 出資割合 100.0%） 
 

平成 17 年 2 月 1 日  （財）横浜市青少年育成協会設立 
（公募によって愛称を「よこはまユース」に決定） 

 
平成 17 年 3 月 31 日  （社）横浜ボランティア協会及び（財）横浜市青少年

科学普及協会の解散 
 
 
 
 参考：財団法人横浜市青少年育成協会概要 

所在地   中区住吉町４－４２－１ 
      設立年月日 平成１７年２月１日（神奈川県知事許可） 
      基本財産  ３０３，９００千円 

（うち横浜市出資額 290,000 千円、出資割合 95.4％ ） 
      代表者   理事長 川本 守彦（川本工業㈱代表取締役社長） 
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指定候補者の会社概要 

 
社名 株式会社コングレ 

（Congress Corporation） 

株式会社 NTT ファシリティーズ 

（NTT FACILITIES,INC.） 

本社所在

地 

(本店)大阪市中央区淡路町 3-6-13 ｺﾝｸﾞﾚﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

(東京本社)東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

(本社)東京都港区芝浦3-4-1 グランパークタワー

(神奈川支店)横浜市西区みなとみらい 4-7-3 

横浜メディアタワー 

設立年月 平成 2年 6月 平成 3年 10 月 

資本金 9,900 万円 124 億円（授権資本金 400 億円） 

代表者 取締役社長 隈﨑 守臣 代表取締役社長 沖田 章喜 

社員数 250 名（契約社員 約 1,100 名） 5,500 名 

（NTT ファシリティーズ・地域会社 7社合計） 

売上高 91 億円（平成 20 年度） 2,406 億円（平成 20 年度） 

主な事業 ・コンベンション業務 

・通訳業務 

・翻訳業務 

・人材サービス 

・教育事業 

・文化施設運営 

・太陽光発電システム 

・建物やオフィスの建築設計･診断・改修 

・BCP（事業継続計画）、災害対策 

・データセンター・サーバルームの構築、各種対策

・建物や各種施設・不動産の維持･管理及び監視 

・電力管理、電力供給  等 

主な施設

管理の実

績 

【指定管理】 

・新潟県立自然科学館 

・名古屋国際会議場 

・ウィルあいち（愛知県女性総合センター） 

・サンピアン川崎（川崎市立労働会館）  他 

【管理・運営受託施設】 

・日本科学未来館 

・六本木ヒルズ（森ビル） 

・新江ノ島水族館 

・大阪歴史博物館 

・九州国立博物館  他多数 

【指定管理】 

・いわて県民情報交流センター 

・佐世保情報産業プラザ 

・半田空の科学館・半田市体育館 

・相模原麻溝公園競技場 

・山梨県県民文化ホール  

・マリンスパ熱海      他多数 

【PFI 事業（施設維持管理、設計業務含む）】 

・新仙台市天文台 

・東京大学（地震）総合研究棟 

・稲城市立中央図書館   他 
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横浜こども科学館 審査の考え方 

 
【第 1 期（H18 年度～H22 年度）】 

 
 〇非公募の理由 

青少年施設が、平成 16 年 7 月に策定した「横浜市青少年プラン」において青少年健

全育成施設の拠点として位置づけられていること、また、市と連携して青少年健全育成

施策を推進することを目的として、平成 17 年 2 月に横浜市青少年育成協会を設立した

こと、さらに青少年育成協会の母体となった「横浜市青少年科学普及協会」と「横浜ボ

ランティア協会」がそれまで安定した施設運営の実績があることから、横浜市青少年育

成協会が青少年施設の管理運営を行うことが最適であると考え、非公募としました。 
 〇審査の方法 

・ 横浜市青少年施設指定管理者審査委員会を設置（平成 17 年 6 月７日設置） 
・ 指名型プロポーザル方式による書類審査及び公開ヒアリングを実施（平成 17 年 9

月 16 日） 
〇評価基準 

  「横浜市青少年プラン」に沿った青少年育成施策を実施するための事業展開を行うこ

とを目的とし、指定管理者の選定にあたっては、その目的を確実に遂行でき、かつ効率

的、効果的に事業を実施し、安定した管理運営ができることを指定管理者の要件とし、

資料７－２のとおり、評価項目を設定しました。 

 

 

【第２期（H23 年度～H27 年度）】 

 
 〇公募の理由 

  横浜こども科学館は、『横浜市指定管理者制度運用ガイドライン』で定める「非公募」

による選定が可能な場合には該当しないため、指定管理者制度の趣旨である「多様化す

る市民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間のノウハウ

を活用しながら、市民サービスの向上と経費の節減を図ること」を踏まえて、横浜こど

も科学館に求められる条件を考慮に入れながら、公募を行い、民間事業者の参入の機会

を広く確保することとしました。 

 
  参考：「非公募」による選定が可能なもの 

① 地域の住民グループによる管理が効果的であると考えられる場合 

② ＰＦＩの選定事業者が、管理運営を含めて一体的に事業を行う場合 

③ 極めて高度な専門性を要すること、または利用者等との関係性の維持が極めて重要である

ことなどの事由により、将来（当該指定期間内）にわたり他の担い手が存在しないことが

見込まれる場合 

④ 指定管理者の法人格の変更、何らかの緊急性が有る場合等、非公募とすることにその他の

合理的理由が有る場合 

 

 〇審査の方法 

・ 横浜市青少年施設等指定管理者選定委員会を設置（平成 22 年 5 月 11 日設置） 

・ 公募型プロポーザル方式による書類審査（平成 22 年 8 月 16 日）及びプレゼンテー

ション（平成 22 年 9 月 16 日）を実施 

 〇評価基準 

「かがやけ横浜こども青少年プラン（後期計画）」に沿った青少年育成施策を実施する

ための事業展開を行うとともに、科学体験の普及･振興を目的とし、指定管理者の選定に

あたっては、その目的を確実に遂行でき、かつ効率的、効果的に事業を実施し、安定し

た管理運営ができることを指定管理者の要件とし、資料７－２のとおり、評価項目を設

定しました。 

資料７－１ 
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第 1 期 青少年４施設の評価項目 第２期 横浜こども科学館の評価項目 

内容 評価点 比重 配点

１．基本方針 20

（１）施設管理運営の基本的な考え方

① ア　役割、課題に対する考え方
横浜市の青少年育成施策の現状と、課題、当該施設
の役割を示してください。

② イ　管理運営に関する考え方
「かがやけ横浜こども青少年プラン」における子ども・
青少年の育成施策の推進を踏まえた、当該施設管理
運営の基本方針を示してください。

③
指定期間の達成目標と中期的目標を実現していく計画
方針を示してください。

5 2 10

２．事業計画 40

（１）事業実施に関する基本的な考え方

④
ア　科学体験の普及・振興のための取
組について

科学体験の普及・振興のための具体的な取組を示し
てください。

⑤ イ　計画的な事業展開について
目標達成に向けて各年度をどのように位置づけ、どの
ような事業展開を図るのか、具体的な内容を示してく
ださい。

（２）利用者サービスの向上について

⑥
ア　利用者サービス向上のための取組
について

利用しやすい工夫や、館内サービス、利用者ニーズへ
の対応について具体策を示してください。

⑦
イ　科学に関する情報の収集、提供、
活用について

科学に関する情報の収集、提供、活用について具体
的な内容を示してください。

⑧ ウ　広報活動・利用促進について 具体的な実施策を示してください。

⑨
他機関との連携や協働による事業展開を示してくださ
い。

5 2 10

※⑩ 地域貢献に関する具体的な実施策を示してください。 5 1 5

３．管理運営 40

（１）運営体制に関する基本的な考え方について

⑪
ア　効率的かつ安定的な運営体制の
確立

効率的かつ安定的な運営を図るための体制を示してく
ださい。

※⑫ イ　人材育成について
職員の育成、資質向上のための取組を示してくださ
い。

⑬ ウ　危機管理への対応について
安全管理、危機管理への具体的な提案と、事故防止
に向けた対策を示してください。

※⑭
エ　個人情報保護に対する取組みにつ
いて

具体的な取組を示してください。

（２）収支計画について

⑮ ア　収支計画とコスト削減について 指定期間の収支計画を具体的に示して下さい。

⑯ イ　財務経営状況について
施設を継続的、安定的に運営するための財政的基盤
を示してください。

（３）施設の維持管理について

⑰ ア　施設の維持管理について
施設の保守管理、維持管理を図るために重要と考え
ていることを示してください。

※⑱ イ　環境への配慮について
地球温暖化対策等、環境に配慮した取組として、どの
ような工夫が考えられるか示してください。

※⑲ （４）モニタリングの実施について
事業評価およびＰＤＣＡマネジメント等の事業改善計画
を示してください。
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※は、第2期選定において、新たに追加した評価項目です。 100

※特記による加点・減点（５）
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5 3 15

5 2 10

5

5 3 15

5 2 10

評価項目

5 2 10

（２）施設管理運営の目標と計画方針

（３）他機関との連携・協働について

（４）地域貢献について

内容

（ア）事業実施についての提案

指定期間中に実施していく事業の基本となる指針を、「横浜市青少年

プラン」を踏まえたうえで定め記載してください。また、「市民との協働」

「市民の活動への支援」についての基本的な考え方も明示してくださ

い。

②

「(ｱ)a指定期間の実施の基本指針」を前提とし、かつ発展性や継続性

を考慮し、指定期間に行う事業の具体的計画を年度ごとに記載してく

ださい。また事業ごとに実施目的、対象、具体的内容、実施時期、概

算予算などの概要を明示してください。

④、⑤、⑦

指定管理者として今後事業を立案、実施していくための具体的な手法

を、「市民の協働」「市民の活動への支援」に対する視点を踏まえて示

して下さい。また、それを実施していく組織内の体制及び他の組織との

連携や協力体制等について明示してください。

⑤、⑨、⑪

指定期間中に行う施設運営の基本となる指針を、「横浜青少年プラン」

を踏まえたうえで定め記載してください。また、施設運営において指定

期間中に到達すべき目標を設定してください。
③

指定管理者として今後施設を運営していくための具体的な方針を、利

用者へのサービスの提供についての考え方を踏まえて記載してくださ

い。また、施設の開館時間、休館日などを具体的に提案し、それらを

実現させていく組織内の体制を、職員の担当業務や勤務体制などを

含め明示してください。さらに、利用率増加への取組を記載してくださ

い。

⑥、⑧、⑪

指定期間中に行う施設管理の基本となる指針を定め記載してくださ

い。また、施設管理において指定期間中に到達すべき目標を設定して

ください。

指定管理者として、安全かつ効率的・効果的に施設を管理していくた

めの方法を具体的に提案してください。また、管理業務を外部事業者

に委託する場合、その事業者に求める能力と事業者の選定方法につ

いて提案してください。

指定期間を通じた収支予算書作成に当たっての考え方について記載

してください。また、収支予算書を作成しててください。

各施設は利用料金制を採用します。利用料金を設定するにあたって

の方針と具体的な料金について提案してください。

経費の縮減に努めた点、新たな収入源の確保など収入の増加に努め

た点など、積極的に取組んでいる事項について記載してください。

横浜市が推進している「横浜市青少年プラン」の拠点施設として、各施

設が担うべき役割と4施設が総合的に担う役割について記載してくださ

い。また、4施設一体で管理運営することの意義についての、どのよう

に捉えているか示してください。

①

施設を一体運営することにより生じる効果、各施設で連携することによ

る効果について、事業実施、組織、経費等の視点から具体的に示して

ください。
―

合

計
100点

⑮、⑯

⑬、⑰

対応する第2期
評価項目

10点

20点

20点

（イ）施設運営についての提案

（ウ）施設管理についての提案

（エ）収支予算及び利用料金についての提案

（オ）総合提案

c　経費の縮減や外部資金の導入

など積極的な収支予算提案

a　「横浜青少年プラン」における拠

点施設として施設が担う役割

b　４施設を一体運営していく効果

評価項目

30点

20点

b　利用料金の設定方針と具体的な

提案

b　これからの施設運営の具体的な

方針、実施体制など

a　指定期間の施設管理の基本指

針と達成目標

b　これからの施設管理の実施方

法・提案など

a　収支予算の考え方及び各年度

の収支予算書

a　指定期間の事業実施の基本指

針

b　指定期間各年度の具体的な事

業提案

総

合

提

案

c　これからの事業企画の立案から

実施への方法、実施体制など

a　指定期間の施設運営の基本指

針と達成目標

事

業

実

施

施

設

管

理

・

運

営
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